
なめがた　2017.5.1 18

　
 情報ひろば

行 方 市 の 人 口

総　数　35,940 人（-160）

男　　17,900 人（-88）

女　　18,040 人（-72）

世帯数　12,725 世帯（-13）

平成 29 年４月１日現在

※外国人住民を含む
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

市 役 所　 開 庁 時 間

平日（月曜～金曜）

午前８時３０分～午後５時１５分

※�休日窓口業務については、

お問い合わせください。

スマートフォンをお持ちの方は、

２次元コードから行方市公式ホー

ムページをご覧いただけます。

行方市公式ホームページ
閲覧用２次元コード

クールビズ（夏の軽装）を実施します

　市では、地球温暖化防止「国民運動」の一環として地球温暖化防止・二酸化炭素

排出量削減のため、市職員の「ノー上着・ノーネクタイ」の「クールビズ」を実施

しています。

　また、夏期の冷房温度も 28 度を目安にするとともに、

各所の照明の節電に取り組んでいます。

　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

◆期　間　５月１日～ 10 月 31 日
【問い合わせ】総務課（麻生庁舎）☎ 0299-72-0811
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

男 女 共同参画って何！？

　茨城県が主催する女性の海外派遣事業「ハーモニーフライトいばらき」は、国際的視野と指導力を持っ
た地域の女性リーダーの育成を目的に、昭和 57年度に発足しました。行方市としては、参加者への補
助金支給という形でこの事業を支えています。
　34回目を迎えた 2016 年は、県内全域から合計 12名が参加しました。私たち研修員は、「職場にお
ける女性活躍」「子育て支援」「教育」「地域福祉」の 4つのテーマについて学ぶべく、10月 23 日から
28日までの 6日間、オーストラリアのシドニーを訪問しました。
　オーストラリアは移民が多く、人口の約３割は外国生まれ、約２割は家庭内で英語以外の言語を使用
するという多文化・多民族国家です。
　日本に比べ女性の就業率が高く、女性管理職の割合が高いことが特長です。（豪：36%�日：11%）そして、
フレックスタイムやジョブシェア、テレワークなど柔軟な働き方が選択できるとともに、長時間労働が
少なく、子育て等をしながら働き続けることができる労働環境が整備されています。
　私たちは訪問する先々で、オーストラリアの人々がそれぞれの個性を尊重し、優先すべきは自分自身
や家族のQOL であると考える、非常にワークライフバランスに長けた国民性だということを実感させ
られました。長時間労働の是正等、日本でもようやく労働環境の改善に着手されようとしていますが、
未だ立ち後れていることは否めず、オーストラリアの高いワークライフバランスは、是非とも見習って
いくべきであると感じました。
　「百聞は一見に如かず」。ハーモニーフライトに参加し、個人の旅行では訪れる機会の無い施設を視察
し、海外の見習うべきシステムを学び、また日本の良さについても再確認することができました。この
研修は、私にとって大変貴重な経験となりました。
　今回の視察研修の詳細については、茨城県女性青少年課のホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/
bugai/josei/danjo/sonota-kaigai.html）をご覧ください。

「ハーモニーフライトいばらき2016に参加して」

寺内　京　

本市のまちづくりに協力していただいてい
る方・団体等に、話題を提供いただき、さま
ざまな『男女共同参画』について、コラムを
連載します。市民の皆さまの声もお寄せくだ
さい。ご意見をお待ちしています。
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ハーモニーフライトいばらき 2016 参加者と


